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長崎大学工学部のバリアフリー調査とトイレマップづくり
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Inthispapertheauthorscarriedoutabarrier-freesurveyandtriedtomakeatoiletmapinthebui-

1ingofFacultyofEngineerlng,NagasakiUniversity.Becauseofbeingapublicfacility,NagasakiUniverslty

isusedbyalotofpeoplesincludingthedisabled.Owingtothebarrier-freesurveywithawheelchairitwas

clearedthattherearemanybarrierssuchasstairs,gloomypassages,andanarrowliftinthebuilding.Ina

toiletmappresentedherenotonlythel∝ationbutthekindortoiletsareshowntogetherwiththel∝ation
ofstairs,slopesandthelift.Lastlytheauthorsmadeafewprorx)Salsinordertoimprovefacilitiesinthe

Facultyforbarrier-freeones.

1.はじめに

長崎大学は我々教官と学生が利用するだけではなく,

多くの市民や他の大学生,高校生,企業,障害者や,

他にも数多くの人々が利用する公共の場所である.様々

な人が利用するために,バリアフリーの必要性が求め

られる.また,長崎大学は様々な人が利用するため,

情報の正確さと情報量の多きが問われてくる.しかし,

現在までの案内地図では情報量は少なく,初めて訪れ

る人は大学内を全く分からない状況である.特にトイ

レは人々が最も利用する施設であり,詳しい情報が必

要となるが,現在の案内地図では詳しい情報を知るこ

とができない.これはバリアの一種であり,この情報

不足のバリアを第一に取り除く必要がある.

今回著者らは,長崎大学工学部1号館のバリアフリー

調査, トイレの調査を行うと共に,調査結果をまとめ

工学部1号館のトイレマップを作成する.バリアフリー

の調査方法は車いすに乗って工学部1号館を回り危険

箇所を調べた.

2.長崎大学工学部のバリアフリー調査

2.1 バリアフリーとは

バリアフリーとは,道路,駅,建物等に存在する高

齢者 ･障害者 ･子供 ･けがをしている人 ･妊婦 ･その

他全ての人にとって障壁となりうる段差や施設など物
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理的なものと,全ての人にとって社会参加を困難なも

のとしている社会的,制度的,心理的な全ての障壁を

除去する意味である1).現在では多くの自治体でバリ

アフリーに関する条例が制定されている.

今回のバリアフリー調査では,長崎大学工学部1号

館の物理的なものに着目して調査を行った.

2.2 バリアフリーの調査結果

長崎大学工学部内のバリアフリー調査を1999年9月

9日･19日に行った調査方法は,車いすに乗って工学

部1号館内を回り,気づいた点を写真に撮影し記録 し

ていった.主な対象物は工学部内の通路付近である.

写真-1は工学部1号館内に設置してあるエレベータ

である.エレベータにより上下の移動はできるが,1

箇所しかエレベータが設置してないために,移動する

距離が遠くなってしまう.エレベータ内は大変狭く車

いすで方向転換するのは困難である.エレベータに乗

れる場所の玄関口にはスロープが設置してある.しか

し,スロープの前には荷物運搬用の車がよく止まって

おり,スロープを利用する際の妨げとなってしまう.

写真-2･3は工学部材料工学科前の通路である.通路

は平坦だが通路に出る際に12cm程度の段差があり,

車いす利用者一人では通ることが出来ない.また,過

路には実験の道具やごみ箱,灰皿,木くずがまとめて
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置いてあるが,はみ出している部分があり,車いす利

用者や視覚障害者にとっては大変危険である.

写真-4は工学部内に設置してあるスロープである.

このスロープは1999年5月に設置されたものであるが,

設置される前には18cm程の段差があり夜間に通る時

には大変危険であった.現在では段差は無くなり夜で

写真-1 工学部1号館のエレベータと玄関口

写真-2 材料工学科前通路

写真-3 材料工学科通路の段差

写真-4 工学部内のスロープ

も少し安心して通れるが, ドアの枠自体に段差があり,

車いす利用者や視覚障害者にはまだ危険な状態である.

写真-5は工学部1号館内の通路である.1号館内に

は照明設備はしっかりと設置されているが,半分ほど

しか点灯しておらず少し薄暗くなっている.特に夜間

は大変暗く階段では事故の危険性もある.これは電気

の消費量を減らすためになされているが,視力が弱い

人には大変見えづらく,健常者も怖く感じるので,もっ

と明るくしていく必要がある.

写真-6･7は工学部1号館3階と4階の中央の通路であ

る.この通路は同じ場所にありながら3階には ドアと

少しの傾斜があるが,4階にはドアはなく,平坦となっ

ている.3階通路には窓がなく,照明施設もあまりな

いため昼間でも大変暗い.明らかに3階の通路のほう

にバリアが多く,同じ場所でありながら階によってこ

れほどの差が出てくるのは大変おかしく,改善の必要

がある.

写真-5 工学部1号館内の通路
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写真-6 工学部1号館3階の中央通路

写真-7 工学部1号館4階の中央通路

写真-8は1999年10月に新 しく改修された雨よけで

ある.雨よけは,全ての人々にとって役に立つもので

あり多くの場所に設置されているが,車いす利用者に

とっては傘がさせないので特に役に立つものである.

改修前までは雨よけの範囲が狭 くすぐにぬれてしまっ

ていたが,改修されて幅が広くなり多少風が強くても

雨にぬれることは無くなった.

写真-8 工学部1号館中庭の雨よけ
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2.3 バリアフリー調査結果の考察

調査結果から分かるように,工学部1号館はバリア

フリー対策がかなり遅れている.これは国立大学であ

るために予算が少なく施設が作れないというのが,原

因の一つであると考えられる.しかし,スロープが設

置されたり雨よけが設置されたりといったように,少

しずつではあるがバリアが無くなってきている.今後

は,通路においてある物を方付けたりといった,わず

かな取 り組みによって改善されるものも多くあるので,

このような点を第一に改善していくべきである.

これから先は,もっと多くの人々が大学を利用して

いくであろうし,大学側も大学を多くの人に開放して

いくためにも,バリアを少しでも無くして全ての人が

利用しやすくする必要があると考える.

3.長崎大学工学部の トイレマップづくり

3.1 トイレの有り方

現在,公衆 トイレや公共機関の トイレの有り方が考

え直されている. トイレは人々の生活の中で最も身近

に有るものであるにもかかわらず,今まで建物の中で

影の存在であったトイレが少しずつ表-と出てきた.

教育機関においてもトイレが教育に与える影響は大き

いという考え方も出てきている.地域的にトイレの改

善に力を入れているところに,伊東市,東京都江戸川

区,倉吉市,相模原市,藤沢市,横浜市などがある.

この地域ではトイレを町並みの1部分と考えて,十分

な予算を組んでトイレの改修に取り組んである2).最

近では,障害者,高齢者,けがをしている人,その他に

も様々な人が洋式トイレの方が使いやすいと言う意見が

あるが,洋式 トイレの普及状況はまだまだ遅れている.

3.2 トイレマップの必要性

大学は学生,教官だけではなく様々な人々が利用し

様々なニーズが生まれてくる所である.初めて来られ

る来賓の方や新入生,新任の教官の方にとっては,大

学内は未知の世界であり,どこに何があるかは地図で

しか分からない状況である.しかし,地図の情報不足

によりそこにバリアが生 じてくる.特にトイレに関し

ては人々が最も多く利用する施設であり,設備の整備

が整っていることが長崎大学工学部において望まれる

と共に,より確実な情報が求められる.しかし,現在

利用されている内部案内地図では, トイレの場所は分

かるが男性用 ･女性用,洋式 ･和式の区別が分からな

く困ってしまうことも多くある.そこで,トイレの詳

しい調査を行うと共に,調査結果を地図 (トイレマッ

プ)にまとめていくこととする.
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3.3 工学部1号館の トイレ調査

現在,長崎大学工学部1号館には,1階から4階まで

各フロアに5箇所の トイレが設置されている.そのう

ち男性用は18箇所,女性用は5箇所である.また,

1997年には各フロア2箇所の トイレが改修されて新 し

くなった. トイレの便器の個数は男性用で和式29個,

洋式4個と圧倒的に和式が多い.女性用では和式4個,

洋式3個と,洋式が割合的には男性用より多 くなって

いる.秦-1に調査結果をまとめた.

表-1 工学部1号館における便器の種類と個数

男性用 (33個) 和式 11個 18個 29個洋式 2個 2個 4個

計 13個 20個 33個

女性用 (7個) 洋式 2個 2個 4個和式 1個 2個 3個

また,古い トイレでは写真-9のように,照明灯が2

つあるが1個しか使えなくなっている.これは電気の

消費量を減らすためにこのような処置がなされたもの

と考えられるが,夜には大変暗く特に女性は利用しに

くくなっているため,元に戻す必要がある.

写真-10は工学部1号館1階エレベータ横の トイレで

ある.この トイレは男性用のトイレであるが,何も標

示が無くここが何なのか全く分からない状態である.

これではいくら地図にトイレの位置を表示していても,

初めて利用する人にはドアがしまっていたら,そこが

何なのか分からず利用しにくくなっている.

写真-9 古いトイレ内の照明

写真-10 工学部1号館1階エレベータ横の トイレ

写真-11は新しく改修された和式 トイレである.新

しく改修された和式 トイレには,便器の前に手すりが

設置されている.これは,立ち上がる際の手助けとなっ

ており,足腰が弱っている人にとっては大変有効なも

ので,全ての トイレに設置して欲しいものである.し

かしながら,改修されてないトイレには手すりがつい

ておらず,これからの改修が望まれる.

3.4 現在までの工学部案内地図

写真-12は現在利用されている工学部案内地図であ

る.現在の工学部案内地図では,建物を平面的に表し

ており,各学科を色によって区別してある.この写真

からも分かるように,案内地図にはトイレ･エレベー

タ･階段の位置を案内地図の中に黒字で示してあり,

視力が弱い人にとっては少し見ずらくなっている.ま

た,トイレの詳しい内容やスロープの位置はこの案内

地図では示されていない.この案内地図は工学部事務

室の横のピロティーに設置してあり,様々な人が利用

するにもかかわらず情報量は少なく思われる.

写真-11 新しい和式 トイレ
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写真-12 現在の工学部案内地図

3.5 トイレマップの作成

トイレ調査の結果を元に工学部1号館の トイレマッ

プを作成した.図-1にはトイレの種類を色とマークに
より分けると共に,エレベータ･階段 ･スロープを地

図に示した (原図はカラー).マークの内容は トイレ

マップの右下に表示し,1階から4階までを1つにまと

めるために立体的にした.これはよくデパートの案内

地図などに多く使われているものである.また各学科

を色で分けてより分かりやすく,より使いやすく作っ

た.

3.6 トイレマップづくりの考察

今回トイレを調査して気づいた点は,工学部1号館

のバリアフリー調査結果と同じように, トイレに対す

る全ての人が利用しやすくするための配慮が,まだま

だ遅れていることである.全ての人間にとってという

視点からではなく,内部の人間だけの立場に立ってし

か設計していないのが,そもそもの原因ではないだろ

うか.これは長崎大学だけに限ったことではなく,多

くの大学に言えることであろう.やはり,まだまだト

イレを影の存在としか見ていないために,今回の調査

結果のように多くの改善すべき点が出てきたのであり,

これからのトイレに対する意識改革が求められる.

今回の調査で一番驚いたことは,トイレのマークが

無い所が多くあったことである.これはその場所のト

bl

イレを初めて利用する人を拒否しているのと同じで,

そこにバリアが存在している.トイレを全て改修する

のには予算が足りないのであろうが,トイレのマーク

を表示するといった,わずかな予算でできることをま

ずやってもらいたい.

4.あわりに

今回,工学部1号館内のバリアフリー調査を行うに

伴い,数回しか乗ったことがない車いすに乗って調査

を行ったが不慣れな所があったため,スロープを登る

ときなどに大変苦労した.特に,エレベータ内で方向

転換をしようと試みたが,狭くて方向転換することが

できなかった.おそらく車いす利用者にとっても困難

なものであろう.今回のバリアフリー調査対象は工学

部1号館の主に通路と狭い範囲であったが,改善すべ

き点が多数あった.特に,通路の照明が暗いのは,全

ての人にとって深夜の階段で転倒の恐れがあるため大

変危険であり,早急の改善が求められる.しかし,ス

ロープの前に障害物を置かないといった建物を改善し

なくても,人々の心がけ一つでバリアが改善できるも

のも多数あるので,もう少し人々にバリアについて考

えてもらいたいと感じる.

これから調査範囲を講義室内,研究室内,また工学

部2号館さらに他学部-と広げていけば, もっと多く

の改善すべき点が出てきて,その結果をもっと多くの

人に理解してもらえるものと考える.
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図-1 長崎大学工学部1号館 トイレマップ


